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都市整備部

平成 23年 6月 24日

新小岩駅周辺の街づくりについて

1 「 新小岩地域まちづくり基本構想 (案)」の策定について

(1)基 本構想の策定目的及び位置づけ

新小岩駅周辺のまちづくりについて、北側地区の区画道路の整備や、東北広

場 ・北 日連絡通路などの整備、南北自由通路の概略設計の実施等の整備が進む

中で、新小岩地域の総合的なまちづくりを進めるため、新小岩地域全体のまち

づくりの指針 となる 「まちづくり基本構想」を策定するものである。

今般、新小岩南 ・北地域のまちづくり協議会や地域の権利者が、まちづくり

の目標を設定 し、実現するための方針案を取 りまとめたので、報告するもので

ある。

(2)対 象エ リア

新小岩 1～ 4丁 目、西新小岩 1～ 5丁 目、東新小岩 1～ 8丁 目

(4)ま ちづくり基本構想 (案)

別紙 lF新 小岩地域まちづくり基本構想 (案)」参照

(3)ま ちづくり基本構想策定勉強会の開催実績

勉強会名称 日 時 場 所 検討内容

第 1回合同 平成 22年 5月 30日 新小岩北地区センター 新小岩地区のまちづ く

りの現状など

第 2回 合同 平成 22年 10月 12日 新小岩地区センター 現状 と課題の整理、ま

ちづくり目標の検討

第 1回南地域 平成 22年 10月 26日 新小岩地区センター まちづ くりの目標、

ちづくり方針の検討第 1回北地域 平成 22年 11月 12日 新小岩北地区センター

第2回南地域 平成 22年 11月 30日 新小岩地区センター

第 2回北地域 平成 22年 12月 11日 新小岩北地区センター

第3回南地域 平成 23年  1月 25日 新小岩地区センター まちづくりの目標、ま

ちづくり方針、広域複

合拠点の形成イメージ

の検討

第3回北地域 平成 23年  2月 2日 新小岩北地区センター

第 3回 合同 平成 23年  3月 1日 新小岩地区センター



(5)今 後の予定
・平成 23年 7月    ま ちづくり基本構想策定合同勉強会の開催 (まちづく

り基本構想の策定について)
・平成 23年 7月～   今 般策定した 「まちづくり基本構想」を実現するため、

概ねの整備範囲や地区、整備内容等 (まちづくり基

本計画)を 検討するための勉強会を開催する。
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別紙 1

■ は じめに

新小岩南地域まちづくり協議会と新小岩北地域まちづくり協議会の合同勉強会を3回 、南地

1或・北地上或ごとの勉強会を 3回 開催し、新小岩地域の将来像等につしヽて活発な議論のもと 「新

小岩地域まちづくり基本構想 (案)」を策定しました。

「新小岩地i或まちづくり基本構想」の構成

基本事項

新小岩地域の現況とまちづくりの課題

まちづくり目標

まちづ<リ カ針

広域複含拠点 (新小岩駅周辺)の 整備力針

１

２

３

４

５

基本事項

●基本構想策定の趣旨

新」ヽ岩地域は、葛飾区の南の拠点であり、平成 23年 7月 に公表予定の葛飾区都市計画マ

スタープランでは、新小岩駅周辺を広1或複合拠点に位置づけ、金町駅周辺とともに複合的な

都市機能が融合する広域的な拠点の形成が力向づけられてしヽます。

新」ヽ岩南地域まちづ<り 協議会、新小岩北地域まちづくり協議会では、これらを踏まえ、

現在進められてしヽるまちづ<り 動向との整合を図りつつ、まちの抱える課題を整理し、都市

基盤施設や駅周辺の商業等の機能、土地利用など、総合的な将来像をi苗くまちづ<り 基本構

想を策定しました。

■新小岩地1或(策定対象範囲)

●策定対象範囲

対象範囲は、新小岩一～四丁

目、西新小岩―～五丁目、東新

小岩―～八丁目とし、この対象

範囲を新小岩地上或(約370ha)

とします。
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新小岩地域の現況とまちづくりの課題
新小岩地域の現況とまちづ<り の課題では、新小岩地域の現況、上位 ・関連計画における新

小岩地域の位置づけを整理し、まちづくりの課題を 「土地利用、交通 ・道路、公園 ・緑 ・水辺、

景観 ・環境、防災」の観点で整理しました。

●まちづくりの課題

。新小岩駅周辺における回遊性の向上

・駅前広場の交通結節点機能強化

・商業・業務や多様な都市機能の充実

・広がりのある商店街の維持・充実

・商店街の安全で歩きやすしヽ歩行者通行の確保

・木造密集市街地の改善、街の防災性の向上

・荒川・中川へのアクセス確保と親水性向上

・美しい街並み、都市景観の形成 等

まちづくり目標
新小岩地域の現況とまちづくりの課題を踏まえ、新小岩地域の層来像(スローガン)とその実FFn

に向けた目標を以下のとおり設定しました。

●将来像 (スローガン)

商業と住宅の調和した、文化を創造するまち
～人々の多彩な表情を活かせる 「ふるさと新小岩」を目指して～

●目標

新小岩駅を中心に商業が盛んな活気あふれる、にぎやかなまち

新小岩の歴史と資源を生か した調和のとれたまち

快適で有意義な時間を過ごせる文化があふれるまち

人や環境にやさしく安心できる、ふるさとと感 じるまち

南□駅前広場 駅北□周辺 住宅地内



まちづくり方針
※ ( )

方針)

内は、P5新 小岩地域まちづくり方針図その 1(土 地利用に関する
における位置を示しています。

【多くの人が集まる、魅力的で身近な商業や業務、文化の形成

(広域複合拠点の形成)を 目指します】
新小岩駅周辺は、多様な都市機能とともに、区民の多様なニーズに応える機能を持つ、広
域複合拠点の形成を誘導します。

●北□駅前周辺地区 (A)で は、北□駅前広場の整備とともに、共同化等による土地の高度利
用の推進を図ります。

●東北地区 (B)で は、良好な居住環境の形成を誘導するため、地区計画の見直しを検討しま
す。また、東北広場に面する街区の高度禾」用の誘導を検討します。

●東南地区 (C)で は、広場状スペースや区画道路等を整備し、土地の高度利用を図ります。
また、末広通り沿道は商業業務機能と居住機能が諦 日したまろの誘導を図ります。

●駅東南側地区 (D)で は、オープンスペースの確保による生活環境の向上とともに、商業 ・

業務機能と調和した居住環境の誘導を図ります。

●ルミエール商店街等の駅南周辺商店街地区 (E)で は、回遊性を高め、にぎわしヽのあS、れ
る商店街の形成を目指します。

●南□駅前周辺地区 (F)で は、南□駅前広場の機能の拡張とともに、共同化等による土地の

高度利用等を検討してしヽきます。

【商業口業務機能と詢莉した者ヽ市型在宅系市宿地か形成都 指します】  ~   ~

新小岩駅周辺の商業業務地に隣接する複合型の住宅市街地として、住宅と商店、戸建て住
宅と集合住宅の調和した、良好な生活環境の形成を誘導します。

●西新J 岩ヽ南郡地区 (G)で は、新小岩駅に近接する利便性の高しヽ住宅地として良好な生活環
境の維持を図ります。

●東新小岩中央部地区 (H)で は、
・商業 ・業務機能等の多様な用途と居住環境の調示Bを図りつつ、戸建て住宅及び集合住宅を
中bと した土地利用の誘導を図ります。
・沿道緑化等を推進し、緑豊かで良好な生活環境の形成を図ります。
・都市計画道路補 284暑 線の整備にあわせた良好な沿道市街地の形成を図ります。

●東新小岩東郡地区 (|)で は、多様な用途が調利した良好な生活環境の形成を図ります。ま
た、東西移動の利便性の向上を検討します。

●新小岩四丁目西郡地区 (」)で は、末広通りの整備を検討する中で、道路整備と連携したま

ろづくり計画を検討していきます。

●平和橋通り東側地区 (K)で は、建替え等にあわせた細街路の拡幅等、生活環境の向上を図

ります。また、小松通りの歩行者 ・自転車の安全な通行空間の確保等による商店街の充実を
図ります。



【安心で、落ち着きのある住宅地を目指します】

道路の整備等による生活環境の改善や防災性の向上を図るとともに、延焼の危険性の高い |

密集市街地の改善について検討していきます。

●新小岩四丁目東音[地区 (L)で は、地域の防災性を向上する道路整備等、良好な生活環境 |

を持つ住宅地の形成を検討します。

●新小岩三丁目東郡地区 (M)で は、地域の防災性を向上する道路整備等、良好な生活環境 |

を持つ住宅地の形成を検討します。また、地上或に残る緑の維持 ・保全を図るとともに、松 |

南パル (1日松南小学校の跡地)の 有効不」用を検討します。               |

0新 」ヽ岩―丁目西郡地区 (N)で は、末広通りの整備の検討や新」ヽ岩公園へのアクセスルー

トの確保の力策を踏まえながら、幅員の狭しヽ道路の拡幅や牙―プンスペースの確保等、密

集市街地の改善による防災1性の向上について検討していきます。            |

【安全、安心な住工調和型市街地を目指します】

道路の整備等による生活環境の改善や防災性の向上を図るとともに、工場等と住宅が調和

した市街地を維持 していきます。

●新小岩地域北西部地区 (0)で は、
・南倶」地域では、住工の調不日した良好な生活環境の維持を図ります。
・北倶」地域では、オープンスペースの確保や絡日街路の拡幅により、87b災性の向上と良好な生

‐

活環境の形成を図ります。
・建物の建替えや共同化等にあわせた建物の不燃化を誘導します。
・安全な歩行者空間の確保等による商店街の維持 ・活性化を図ります。
・旧松上小学校の跡地の有効利用を検討します。
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【誰もが快適に移動できる広域複合拠点の形成を目指します】

新小岩駅及び駅周辺では 「葛飾区新小岩駅圏バリアフリー基本構想」に基づいたバリアフ

リー化を進めます。

●新ブ」ヽ岩駅及び新小岩駅周辺のバリアフリー化を進めミあらゆる人の安全、快適な移動を確保
します。

【4つ に分断されている新小岩駅周辺の交通機能の向上を目指します】

新小岩駅周辺の広場の整備を推進し、回遊1性の向上を図るとともに、交通結節点としての

機能の向上を図ります。

●南北自由通路の整備の推進など、新小岩駅周辺の回遊1性を高めます。

●大規模な開発や様やな基盤整備事業等に合わせ、駐車場や駐輪場を整備してしヽきます。

●南□駅前広場は、
・葛飾区の南の玄関□にも、さわしい駅前広場としての再整備を検討します。
・南□駅前周辺地区や東南地区のまちづくりの動向を踏まえながら、南□駅前広場の地下利

用等、広場の上下空間の立体的活用を検討してしヽきます。
・誰もが安全に横断できる平不□橋通り交差点の整備を図ります。

●東南地区の整備に合わせ、広場状スペースの整備を検討します。

●北□駅前広場は、南北自由通路整備にあわせた広場の拡大や整形化等ミ新」ヽ岩地i或北倶」の玄

関□にも、さわしい整備を検討します。

●東北広場からの鉄道利用の利便性の向上を検討します。

●東北広場と東南地区の広場状スペースを結S通 路を検討します。

【地域の交通を支える道路整備の促進を目指します】
「区部における都市計画道路の整備方針 (東京都)」で優先整備路線に位置付けられた都市

計画道路補 284号線の整備等に協力していきます。

●末広通り全体や都市計画道路補 284暑 線の整備と整含した沿道のまちづくりの検討等によ

り、道路整備の促進を図ります。

●末広通りは、新小岩地域南倶」の東西を結ぶ骨格道路としての整備を検討します。

【歩行者 口自転車系ネットワークの形成を目指します】

既存の水路跡の緑道等を生かし、主要な公共施設を結おミ歩行者 日自転車系ネットワークの

形成を図ります。

●平不□橋通りや蔵前橋通り及び末広通り等の歩道は、電線類地中化や路上駐輪対策等により、

安全で快適な通行空間を確保します。また、小松通り、小松川境川親水公園沿いの通り、中

川堤防ミ荒川河川敷等を利用した歩行者 ・自転車系のネットワークの形成を検討します。



【東北広場や南コ駅前広場の整備に合わせた、交通利便性の向上を目指します】      |

区内及び区外の拠点間の連絡を強化するため、公共交通網の充実を図ります。      |

●新規バス路線 (金町や押上 ・浅車力面、羽田空港や東京ディズエーランド)等 につしヽて、 ‐

関係機関に要請してしヽきます。

【子供の遊び場等、地域の交流の場となる公園 口広場等の確保を目指します】

地域の交流の場となる身近な公園 口広場の確保を図ります。

●大規模な開発や共同化等により生み出された牙―プンスペース等を利用し、身近な公園や

広場等の整備を図ります。

●新小岩公園の再整備にあたっては、高合化を検討します。また、私学事業団総含運動場の

地域開放に向けた働きかけを行います。

【荒川や中川の水辺環境の活用を目指します】

地域の資源である荒川、中川の水辺にお、れあえる環境を整え、市街地から水辺へのアクセ

ス向上を図ります。

●区民が容易に水辺に触れ含えるよう、中川親水テラスの整備を進めるとともに、葛飾あら

かわ水辺公園の充実や市街地から水辺へのアクセスの向上を図ります。

【新小岩公園の魅力の向上と誰もが利用しやすい環境の形成を目指します】

新小岩公園へのアクセスを向上し、新小岩公園利用の利便性を高めます。

●新小岩公園利用の利便性の向上を図るため、

・新」ヽ岩一丁目西郡地区の改善に合わせた新小岩公園への動線の確保を検討します。

・新小岩駅北□と新小岩公園を結Sギ動線の整備、また、公園内表示板や出入□の整備等のバ

リアフリー化、公園利用者のための駐車場の設置司能性について検討します。

・中川堤防、葛飾あらかわ水辺公園の連絡性の向上を図ります。



【新小岩の顔にふさわしい広域複合拠点の景観形成を目指します】

新小岩訳周辺は、区の新たなシンボルやランドマークとなるよう、景観に配慮した街並み

形成を図ります。

●新小岩駅周辺では、景観に配慮した基盤施設や建築物の整備を図ります。また、」R総 武線

に面する街区では、電車の車窓から見える景観にも配慮します。

【街なか緑化の推進による良好な景観の形成を目指します】

街なか緑化の推進や水と緑のネットワークの形成により、緑のある景観形成を図ります。

●住宅地等の良好な景観の創出を図るため、
・緑化に配慮した公共施設等の整備・改修や民間開発における敷地内や施設の緑化の誘導を

図ります。
・「花とみどりのまちづ<り 」の推進による街なか緑化の推進と既存の緑の保全を図ります。
・荒川、中川、西井堀せせらぎパーク、小松川境川親水公園等を生かした水と緑のネットワ
ークの形成を図ります。
・西井堀せせらぎパークや小松川境川親水公園との調和に配慮した景観の形成を図ります。

【環境と共生した低炭素型都市づくりを目指します】

公共事業では、環境に配慮した整備等に取り組むとともに、民間開発等においても取り組

みを要請していきます。

●再開発等のまちづくりを捉え、面的な低炭素型のエネルギーシステムの導入を検討してしヽき

ます。

●土地の高度利用を図る地区は、エネルギー需要の異なる複数の建物間でのエネルギー融通や

地域熱供給など、効率的なエネルギー利用を誘導します。

●環境と共生したまちづくりの推進を図るため、
・省資源や自然エネルギーの活用、廃棄物の抑帝」、リサイクル等への取り組みを図ります。
・大規模な建築物等における緑化や雨水利用等、環境に配慮した整備の誘導を図ります。



【避難場所へのアクセスの向上など、災害時の安全性の向上を目指 します】

1  避 難場所等の機能充実や安全な避難路の整備を図ります。

|● 避難場所や避難路の充実を図るため、

| ・避難場所である新小岩公園ミ葛飾区あらかわ水辺公園へのアクセスの向上を図ります。
・避難所となる小中学校等への安全なアクセスの確保を図ります。
‐ ・駅北□から新小岩公園を結ぶ動線の確保を図ります。
・災害Bきに示」用が司能である私学事業団総含運動揚や西新小岩公園等の防災活動拠点の認知度

を高めるとともに安全なアクセスの確保を図ります。
・水害時の緊急避難場所として高しヽ建物を利用できる、協定締結を推進します。

●中川の堤防の耐震補強により、治水安全性の向上を図ります。また、荒川の堤防と一体とな

つた沿川市街地の高合化等の整備を検討するとともに、緊急船着揚へのアクセスの改善、避

難橋の架設などの整備を検討します。

【防災性の高い、安全な市街地の形成を目指します】

防災性を高めるため道路基盤の整備や建築物の不燃化を誘導し、密集市街地の改善を検討

していきます。

●災書に強い市街地形成を推進するため、
・共同化や建て替えによる建築物の不燃化、格日街路の拡幅、また、開発に合わせた区画道路の

整備等の推進を図ります。
・蔵前橋通りや平和橋通り等の骨格となる道路沿道は、延焼遮断帯として、建築物の不燃化の

誘導を図ります。
・「防災都市づくり推進計画 2010(平 成 22年 1月 )東 京都」で、密集市街地の改善が必

要とされてしヽる新ブ」ヽ岩一丁目西郡地区の防災性の向上を検討します。

【新小岩の歴史や資源および文化を生かしたまちづくりを目指します】

新小岩の歴史や資源および文化を生かしたまちづくりを推進し、広域から人を集めるとと

もに、多様な地域づくり活動を展開していきます。

●新ブ」ヽ岩地よ或は、地上或的には 「下小松」と呼ばれ、小松菜やレンコンなどが有名な農村地域で

あつた。このため、地域のつながりを大事にする、皆で助け合う風土が受け継がれてしヽます。

これまで、培われた地域のつながりを一層強化し、だれもが暮らしやすしヽまろづくりを進め

ます。

●新小岩地域は、葛西囃子や玉飾り (しめ縄づくり)な ど、首から力を合わせて育ててきた伝

統文化が伝わつてしヽます。このような様衆な世代の人衆による地i或づくりや、広域から人を

集めるために、文化祭やえきひろフェスティバル、さくらまつりなど、地域づくり活動をしヽ

つそう展開してしヽきます。



区  |
答  て
ぺ  区
垣  冬
世  ペ
コ  頌
や  G
( □ 凶 市

ほ < 眠 区
●  ●

S        S
言 冒舗理官:

●  ● ● ● ● ●

G  い   伸
整  卜   鳴

吾 鰹 吾 1 吾 や
採 剛 採 D 採 負
●  ●  ●

くロ

や

判沌
蝉 話
理 極

三 三 樹
] ] ヽ
● ●

ば
濃
Ｇ
留
廻
悟
こ
想
里
帥
ス
●

駅
煤
Ｇ
題
鰹
献
製
？
忘
唄
灘
判
●

【誤
還
】

鯛
翌
Ｇ
Ｏ
∨
い
や
朽
理
０
判
駅
増
四
瞥
●

ぶ
濃
Ｇ
Ｓ
ｌ
い
上
ハ
時
Ｇ
蜂
『
業
●

製
翌
Ｇ
翠
蜂
魚
陣
担
●

【四
抵

・
麟
晒
】

畦
摺
Ｇ
帥
ぺ
頌

・
□
薇
●

【烈
斉

・
蜂

・
田
憩
】

駅
釈
Ｇ

（蛭
捜
ヽ
く
）
皿
謎
岬
燃
К
憩
●

想
濃
Ｇ
＄
―
い
上
ハ
や
瞭
冊
輝
皿

・
神
峰
輸
●

【題
廻

・
四
枢
】

耐
磐
Ｇ
鯉
翻
Ｇ
Ｏ
鯛
頂
К
●

む
条
約
団
喪
と
ロ

坦
基
駆
容
製
Ｇ
ぺ
耐
卿
佃
韓
日
那
肺
朴
諄
●

冬       吉

リ

ド

（お
よ
や
卜
極
翌
選
退

′郷
怒
・購
は

′剰
業
日韓
コ田
ぐ

″蛍
押
・瑠
照
）
Ｎ
Ｇ
や
図
意
Ｒ
お
〉
得
押
＝
軍
翌
鞭
冬
様
　
■

龍
退
翠
Ｇ
や

翌
坦
恒

貯
開
増
祖
球
　
　
　
　
　
　
ヤ

＝
醍
担
卓
翠

・
】
祉
ト

柿
胡
増
肛
悪

画
ぐ

い貯
記
増
特
選
や
Ｈ
中

Ｉ
事
“
串
革
壇
　
　
　
　
．
　

！

Ｘ
棋
Ｇ
車
や
ミ
増
ミ
々
里
お
督
日
ヽ
　
　
中
申
ロ

ロ

申

“費
抵
上
上
ミ
報
翠
晦
蝉
い
い瑞
肥
ギ
的
耐
＋
　
　
”
　
“
　
口
　
一

ふ
―
い
工
ヽ
や
Ｇ
噂
判
ヽ
　
　

０
０
ｏ
０
０

（
歪
超
熙
撃

）
霞
廻
韓
韓
捜
朝
　
　
□

ロ

ロ

ロ

（
霊
壇
田
軍

）
鞭
糾
韓
韓
辞
費
　
　
□

□

ロ

ロ

ハ
韓
母
連
朗
■

）
車
押
回
章
■
章
　
　
　
．
・
！

一
―

投
判
や
神
『
翠
韓
　

　

＋
　

１

・

寡
　
く
◆

ぷ
濃
購
阻
二
０
ぐ
抱
崎
理
妊
黒
佃
即
答
頂
●

埋
剛
Ｇ
ペ

′ぶ
冊
鰹
慨
コ
や
処
理
神
那
肺
準
柵
割
悶
９
釈
駆
時
堅
球
Ｋ
●

製
蝉
埋
翻
Ｇ
蛭
帥
寸
∞
困
鮮
盟
卿
固
品
に
摘
●





”　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。い
悔

０
囲
抱

¨
判
巴
Ｇ
里
≡里
震
卿
思

″慨
樋

。い
悔
め
穐
整
悶
鯉
翻
Ｇ

¨

¨
区
―
て
区
Ｇ
峯
唄
頂

タコ
Ｑ
鳴
里
鯉
翻
Ｇ
凶
製
煙
眠

　

一

　̈
　
　
　
　
　
　
　
冊
К
Ｉ
て
く
楽
い
頂
Ｇ
凶
留
柾
思
Ｏ

¨

。い
桶
０
図

Ｎ
軽
摺
Ｇ
整
耐
略
鰹
悶
温
孫
ロ
ポ
『
田
憩
神
吾
擬

整
四
笠
や
０
申
監
来
冬
様
対
回
ぐ
鞭
冬
様
○

・
　

。ｂ
柘
０
囲
悶
駅
ば
Ｇ
組
謎
終
鍬

・
那
杷
や

一

托
里
埋
卿
Ｇ
□
胆
母
ロ
ポ
理
０
曖
捜
Ｎ
襲
四
日
皿
ギ

¨

印
彼
雨
翌
組
翠
Ｇ
『
郷
頂
ポ
ほ
９
娯
題
癌
鋒
□
足

　
¨

い
頂
橿
蕗
ロ
ギ
○

¨

。い
格
Ｄ
則
剛
悶
志
恨
鱒
川
や
ｂ
煙
里
妊
製
佃
蝉
冨
Ｎ
Ｇ
ＩＪ

。い
樋
二
Ｗ

ぐ
０
と
連
側
倒
終
『
ＩＪ

「
や
貧
判
的
郎
釈
Ｇ
謎
謎
に
桶

′神
後
神
３
図
Ｎ
準
翻
郷
四

″斡
珊
ほ
嶺
や
還
矩
韓

″勾
や

低
濃
Ｇ
延
剖
判
回
や
押
基
】
綱
樹

″判
翠
準
榊
Ｇ
鎖
瑠
田
皿
や
い
壇
」
】
め
母
呼
黒
佃
蝉
軍
頌
迪
瑠
回
路
相
吾
綜

。い
怖
二
Ｗ
Ｏ
『

「妊
黒
徊
即
答
頌
」
∩
ｐ
悶
而
翌
博
ｂ
面
く
上
Ｎ
珂
祠
Ｇ
Ｒ
捜

・
Ｒ
担
Ｇ
凶
温
岬

夕や
控
悶
謎
翠

囀
ぺ
壇
里
К
Ｉ
ＩＩ
や
準
喘
Ｇ
ば
凶

″里
や
母
『
や
３
賦
抱
く
０
や
軍
頂
Ｓ
ヽ
理
謎
選
ほ
摘
時
増
喘
判
時
翌
メ

・
肥
蕊

・
網
那

・
那
廻

′悶
瑠
皿
係
抑
吾
採

″里
中
母
『
烈
回
路
日
紺

′連
膨

「
ハ
い
い
―
韓
区
併
回
品
ほ
摘
凶
温
服
」

描
Ｒ
馨
削
Ｇ

（慰
田
革
弧
冬
様
）
妊
黒
佃
蝉
邸
壇

。い
怖
ｅ
製
抱
ｇ
ｖ
冷

や
桶
収
め
震
儒
Ｇ
四
暖
鯉
凹
句
避
翠
Ｇ
Ｏ
ぐ
日

′慨
桶

。い
桶
約
二
）
０
帥
棉
飽
組
翠
終
那

・
那
廻
い
烈
Ｎ
想

謎
Ｇ
Ｗ
Ｏ
増
狂
黒
佃
蝉
冨
頂

″Ｇ
囲
悶
眠
震
凹
肥
間
ヽ

理
帥
翌
回
求

タコ
Ｑ
徊
里
埋
剛
製
製
Ｇ
帥
Ｇ
卿
題
К

（
Ｏ
）
凶
習
樫
眠

。い
桶
Ｑ
囲
悶
卿
隅
Ｇ
ｇ
ｖ
〔
や
格
捜
め
震

儒
Ｇ
岬
瞥
鯉
阻
母
帥
謎
謎
穏
那

・
那
鯉

′判
時
軽
選
Ｇ

区
―
て
ヽ
ハ
い
Ｉ
Ｎ
慨
め
『
謎
酬
抱
状
樫

″理
祐

′卿

腱
Ｇ
紳
謎
謎
終
那

・
那
煙
慨
０
四
卿
『
凶
翌
把
ほ

（
０
）
凶
習
翌
柾
ほ
臣

。い
樋
め
梶

整
岬
卿
腿
Ｇ
蝉
胆
副
ほ
摘
句
避
謎
終
那
・那
杷
Ю
屯
里
曖

露
四
肥
Ｇ
凶
担
囀
ｂ
旧
里
鱗
題
ギ
ほ

″９
帥
檎
Ｇ
組
翠
珊

鯉
〕
眠
棋
悶
娯
期

′慨
悔

。い
陥
こ
崚
悶
蕊
磐
Ｇ
め
倒
ば

国
市
凶
留

″ｅ
捜
や
い
卿
腿
悶
ば
濃
Ｇ
四
瞥
里
凹
終
螢
日

『
習
担
ほ
Ю
鳴
Ｒ
週

夕里
謎
駅
悶
聖
剛
Ｇ
帥
ぺ
頌
ポ
眠

（
□
）
凶
習
ギ
ほ

。い
純
０
海
慾
Ｗ
二
∩
担
帥
ぷ
濃

Ｇ
鯉
坦
廻
や
娼
翌
璽

″９
９
Ｖ
〔
四
瞥
二
い
？
胞
『
Ｇ
帥
迎
胆

煙
ミ
ー
日
″
ミ

タＷ
上
回
里
答
濃
担
胆
煙
や
鳴
Ｇ
二
や
神
里

（
口
）
凶
習
避
坦
杷
卿
皿
肥
菖

。い
悔
０
経
郎
母

神
記
翠
基
鰹
悶
帥
鯛
盟
Ｇ
曖
記
四
鯉
Ｇ
製
＝
博
屯
坦

帥
翌
回
駅

′里
ｐ
母
『
撃
翻
Ｇ
ぺ
Ｋ
屈
酪
ロ
ポ

′ｅ
慨

囀
囲
悶
卿
隅
Ｇ
帥
謎
翠
翠
Ⅸ

・
佃
謡

・
網
那

・
那
煙

（
＜
）
凶
翌
烈
回
棺
隠
ロ
ギ

。い
品
０

図
悶
頌
濃
Ｇ
購
阻
二
Ｏ
Ｑ
抱
屯
担
□
駆
将
Ｇ
妊
黒
佃

鰹
蚕
頌

″捜
純

。い
桶
め
儲
鰹
地
神
震
蝉
妊
肛
悶
曖
記

四
胆
Ｇ
翌
＝
や
ヽ
坦
帥
翠
回
К

′ｇ
世
間
園
Ｎ
卿
艦
Ｇ

悩
譜
ほ
摘
時
準
喘

″担
凶
迎
Ｇ
瑠
回
ぺ
頂
温
遜
□
起

（
Ｌ
）
凶
翠
瑠
皿
粗
拓
□
樫

。い
桶
め
嗣
鰹
悶

¨

撃
翻
回
収
ｇ
側
悶
曖
授
３
と
料
Ｇ
煙
剛
卜
＝
Ｇ
婿
頃

¨

Ｇ
帥
曖
震
降
翠

夕艘
純

夕さ
濃
Ｇ
煙
鮒
間
時
句
蝶
Ｇ
娯

一

枢
時
増
喘

″導
想
Ｇ
避
翠
卿
思

′担
唄
Ｋ
温
轟
□
樫
　
¨




